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スキャナ方式デジタル顕微鏡「ＳＣＡＭＥＲＡ‐ＭＩＤ‐ＳＣＯＰＥ」開発 発表 
                       （スキャメラ・ミッドスコープ） 

２００６年１１月２９日 ニューリー株式会社 
 
ニューリー株式会社（代表取締役社長 井田敦夫）は、微細、微小サンプルを高画質で読込める独自スキャナ、

スキャメラ・スコープシリーズの上位版で、6400ｄｐｉ（分解能４ミクロン）のリアル光学解像度で、12800ｄｐｉの超

高解像出力（分解能２ミクロン）を持つ、スキャナ方式デジタル顕微鏡「SCAMERA-MID-SCOPE」（スキャメラ･ 

ミッドスコープ）を１２月６日から開催される’０６国際画像機器展に出展し、発売開始することを発表します。 

 

■用途（微細、微小サンプルのデジタル化、解析向けとして広範囲に活用できます。） 

１．基板微細表面実装部品の表面実装検査 

２．極細フレキ基板表面疵検査 

３．３５ｍｍフィルムスキャンのデジタル化 

４．メディカル（生体細胞）向けプレパラートサンプル画像解析 

５．衛生研究所向け（花粉・ウイルス）プレパラートサンプル画像解析 

 

■特長 

１． ４０ミリ幅×７０ミリ長の読取りエリア（プレパラート約４枚分）が、 

最高出力解像度１２８００ｄｐｉ（２ミクロン分解能；５００本／ｍｍ 

；20,000×35,000＝７億画素）でデジタル化ができます。 

２． 光学歪；レンズ（主走査画像）仕様＝０ 

；主走査画像に湾曲ひずみがない 

３． オートフォーカス機構で高さ２０ｍｍまで自動調整ができる。 

４． 超高速ビューソフト「スキャメラ・アイズ」で、リアルタイムズーム＆ 
スクロールができる。 

    ・約９０倍（ディスプレイ７２ｄｐｉ換算）の拡大率 

・リアルタイム３２００％～１０％デジタルズームＩＮ/OUT 

■仕様                                                                       

・スキャン方式；光学ヘッド固定による原稿移動方式 
・イメージセンサ；３ラインＣＣＤ／１ＰＡＳＳカラースキャン 
・読取りサイズ；４０ｍｍ幅×７０ｍｍ長 
・原稿テーブル；１３９ｍｍ×１４５ｍｍ 
・光学/出力解像度；６４００ｄｐｉ／１６００～１２８００ｄｐｉ 
・スキャン速度；３０秒／１0ｍｍ 
・階調性；８ＢＩＴ：ビットシフト機能あり／１６ＢＩＴ量子化 
・光源；白色ＬＥＤアレー×３（反射×２／透過×１） 
・オートフォーカス；レーザー測長による Z 軸移動方式 
・高さ（Ｚ軸）；２０ｍｍ 
・インターフェース；ＵＳＢ２.０ 
・ドライバーソフト；超高速ビューソフト「スキャメラ・アイズ」付属 
・外形；３５８（Ｗ）×７００（Ｄ）×４８８（Ｈ） 
・重量；約４９ｋｇ 

 

＜0402抵抗チップ＞

＜スキャメラ・ミッドスコープ本体＞

＜原稿テーブル＞

＜スキャメラアイズソフト画面＞


